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内容：2 型糖尿病での自動インスリン投与システムの有用性 

出典：A Randomized Trial of Automated Insulin Delivery in Type 2 Diabetes. 
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自動インスリン投与（AID）システムの有用性は、1型糖尿病では確立されているが、2型糖尿病に

おける有効性と安全性は確立されていない。米国・メイヨークリニックの研究者らはインスリン治療を

受けている成人2型糖尿病患者で従来法のインスリン投与と比較して、AIDがHbA1c値（過去に2

か月程度の血液中の糖分の状態を評価する指標）の有意な低下をもたらすか、を研究し、その成

果を NEJM 誌オンライン版 2025 年 3月 19 日号で報告した。 

この 2IQP 試験は、無作為化対照比較試験で、2023 年 6 月～2024 年 6 月に米国とカナダの 21

施設で患者を登録し、AID を使用する群（AID 群）または試験前のインスリン投与法を継続する群

（対照群）に、2 対 1 の割合で無作為に割り付けた。両群とも持続血糖測定器（CGM）を使用した。

主要アウトカムは 13 週の時点での HbA1c 値とした。319 例を登録し、AID 群に 215 例（平均年齢

59［±12］歳、女性49％、平均HbA1c値8.2［±1.4］％）、対照群に104例（57［±12］歳、47％、8.1

［±1.2］％）を割り付けた。HbA1c 値は、対照群ではベースラインの 8.1（±1.2）％から 13週目には

7.7（±1.1）％へと0.3％ポイント減少したのに対し、AID群では8.2（±1.4）％から7.3（±0.9）％へと

0.9％ポイント減少し有意な改善を示した（平均補正後群間差：－0.6％ポイント［95％信頼区間

[CI]：－0.8～－0.4］、p＜0.001）。患者が目標血糖値（70～180mg/dL）の範囲内にあった時間割

合の平均値は、対照群ではベースラインの51（±21）％から13週目には52（±21）％に増加したの

に比べ、AID 群では 48（±24）％から 64（±16）％に増加し有意に良好であった（平均群間差：

14％ポイント［95％CI：11～17］、p＜0.001）。 

インスリン治療を受けている 2 型糖尿病の多様な患者集団において、従来法のインスリン投与と

CGM の併用と比較して、AID と CGM の併用は低血糖を増加させることなく安全に HbA1c 値と高

血糖を減少させた。 
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